
（
大
切
な
も
の
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

鹿児島市総合案内コールセンター

市役所への問い合わせは

年中無休
８時～21時

はれは・さんさん・サンサンコール

K099－808－3333
N099－808－2525
{info@33call.jp

は れ は　・　に こ に こ

■市ホームページ

　http://www.city.kagoshima.lg.jp/
でご覧に
なれます

※�上記のページからは電子ブック
でも広報紙をご覧になれます
■携帯サイト「鹿児島シティガイド」
右の二次元コードから
アクセスできます

 編集と発行  鹿児島市広報課 ☎099-216-1133 FAX099-216-1134 {kouhou＠city.kagoshima.lg.jp
◇点字版・音声（テープ・ＣＤ）版を希望する人は広報課へ　
◇毎月１日～６日に市内の全世帯に配布しています。配布の問い合わせは南日本リビング新聞社239-8124へ

鹿児島市

かごしま 10
月号市民のひろば

人・まち・みどり みんなで創る“ 豊かさ ”実感都市・かごしま

2014年（平成26年）

第569号

 特集  みんなで出かけよう　秋の観光イベント…⑧・⑨【
主
な
内
容
】

●市政総合……………②・③
●イベント・講座……④～⑦

人口（平成26年９月１日現在・推計）
※（　）は前月比
人口総数 606,595人　 　（＋72）
世 帯 数 272,528世帯　 （＋57）

●暮らしのガイド………⑩・⑪
●健康・福祉……………⑫・⑬
●すこやか鹿児島っ子…⑭・⑮

秋の爽やかな風を感じて“森林浴”
城山自然遊歩道

■�

鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
・
鹿
児
島
女
子
高
等

学
校
創
立
１
２
０
周
年

　
先
月
、
鹿
児
島
商
業
高
等
学
校
と
鹿
児
島
女
子
高
等

学
校
の
生
徒
さ
ん
が
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）の
結
果
報
告
に
訪
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
両
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

３
位
、
陸
上
で
は
倉
岡
奈
々
さ
ん
が
女
子
１
５
０
０

メ
ー
ト
ル
で
１
位
と
い
う
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
活
躍
ぶ
り
に
私
自
身
大
変
う
れ
し
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
両
校
は
、
明
治
27
年
10
月
１
日
、
易
居
町
に
鹿
児
島

簡
易
商
業
学
校
、
鹿
児
島
女
子
実
業
補
習
学
校
と
し
て

創
立
さ
れ
、
こ
の
た
び
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
校
舎
移
転
、
合
併
分
離
を
経
て
き
ま

し
た
が
、
創
立
以
来
の
礼
儀
と
品
格
を
重
ん
じ
る
校
風

の
も
と
、
巣
立
っ
た
卒
業
生
は
各
界
で
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
商
業
高
校
の
校
章
は
桜
の
花
で
、
女
子
高
校
の
校
章

は
梅
の
花
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
し
、
人
生
で
花
開
い
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
両
校
の
一
層
の
躍
進
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

■
黄
金
色
に
輝
く
八
重
の
棚
田

　
郡
山
地
域
の
八
重
山
か
ら
市
街
地
へ
流
れ
出
す
甲
突

川
の
源
流
域
に
位
置
す
る
八
重
地
区
に
は
、
先
人
の
知

恵
と
努
力
に
よ
り
築
か
れ
、
代
々
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
美
し
い
石
積
み
の
棚
田
が
約
２
４
０
枚
広
が
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
棚
田
を
守
る
た
め
に
、
本
市
は
こ
こ

を
平
成
25
年
10
月
に
景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
方
々
も「
八
重
地
区
棚
田
保
全
委
員

会
」を
設
立
し
、
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

棚
田
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
米
作
り
体

験
で
は
、
６
月
の
田
植
え
に
始
ま
り
、
７
月
に
田
の
草

取
り
、
そ
し
て
、
今
月
末
に
は
、
鎌
を
使
う
昔
な
が
ら

の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
豊
か

に
実
っ
た
稲
を
慣
れ
な
い
手
つ
き

な
が
ら
一
生
懸
命
刈
り
取
っ
て
束

ね
る
子
ど
も
た
ち
の
汗
と
笑
顔
が

輝
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
自
分
で
育
て
た
新
米
は
何
よ

り
の
ご
馳
走
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
時
期
は
稲
穂
が
実
り
一
面

黄
金
色
に
な
る
、
一
年
で
最
も
美

し
い
田
園
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。

皆
さ
ん
も
涼
風
吹
き
渡
る
八
重
の

棚
田
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。


